
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

宙

アリス

ステーシー

バロック

8歳

反転

0

煉獄

12
海岸

青い空

事件

推挙

伊東甲子太郎

打ち寄せる波。白い砂浜。どこまでも広がる海。時折は魚が跳ねる。あなたの記憶の中にある海。きっと世界がこうなっても海はあるはずだけれど。それは記憶の中と同じ生命に満ちた海だろうか？

空は確か青かった。今見える空はどろりと濁った鉛色だけど。鮮やかな青い、抜けるような空をあなたは知っている。それはかつて当たり前のものだった。もうあの青い空は見ることはできないのだろうか。

それが起こったのは、新しい年の足音が聞こえるくらいの時期だった。私は、国に行く末について相談があると持ち掛けられ、とある酒宴に誘われた。夜も更けたその帰り道、私は夜の闇の中から現れた男達に突然切りかかられた。私も刀を抜いて抵抗するも、多勢に無勢。最後は、槍のようなもので狙われ命を落とした。・・・その、男達の中に、ステラと彩歌の姿があったような気がする。

くれはから、京の町を守護する組織で人を集めている、という話を聞いたのは春ごろの話だったか。私は、その組織の理念や目的を聞き、賛同できると思った。

私が、近藤局長と袂を分かつ原因になった事は、そのやり方が合わなかったからだ。もちろん、佐幕か倒幕かという違いもある。しかし、それ以上に、隊内で横行していた私的な粛清が許せなかった。そこで私は、かねてから親交のあったくれはと共に御陵衛士を結成。隊から離脱することを選択する。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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他の姉妹からの、あなたに対する対話判定は全て出目＋１される。

コストの代わりに、任意の基本パーツを１つ損傷する。支援２か妨害２。

損傷している基本パーツ１つを修復する。

このスキルを取得した際、レベル３変異パーツを追加で１つ獲得する。このパーツは強化値に縛られず、修復することも可能である。
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最大行動値+１。

最大行動値+２。

肉弾攻撃１

対話判定において、判定出目+１してもよい。

対象の姉妹１人と互いに対話判定を行ってよい。

支援１か妨害１。

肉弾攻撃１

支援２。

支援１

移動１

支援１。

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

移動１

移動１

妨害１

たからもの
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